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科
学
的
な
年
代
測
定
に
関
す
る
大
変

重
要
な
学
問
分
野
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

年
輪
年

代
学

Ｏ
①ａ
『ｏ
ｏ甲
ｏ
邑

ｏ
闘
）

と
呼
ば
れ
る
。
実
は
意
外
な
経
緯
か
ら

こ
の
学
問
は
発
展
し
た
。
そ
れ
は
、
天
文

学
者

ダ
グ
ラ
ス
（＞
ａ
お
ヨ

ロ
〓
８
諄

∪
ｏ
“
∞
Ｓ
∽∽）
（写
真
）
に
よ
る
あ
る
着
想
に

よ
つ
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
こ
の
分
野
の
研

究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
発
展
に

は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
二
つ
の
学
問
分
野

が
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
考
古
学
と
量

子
力
学

（放
射
性
崩
壊
の
分
野
）
だ
っ
た
。

東
は
内
陸
側
の
雄
大
な
ロ
ッ
キ
ー
山

脈
南
部
の
コ
ロ
ラ
ド
山
系
フ
ロ
ン
ト
山
脈

や
ワ
サ
ッ
チ
山
脈
な
ど
の
画
面
側
か
ら
、

西
は
太
平
洋
側
の
カ
ス
ケ
ー
ド
山
脈
と

シ
ェ
ラ
ネ
バ
タ
山
脈
の
東
面
側
ま
で
の
間
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に
広
大
な
乾
燥
帯
気
候
の
グ
レ
ー
ト
ベ

ー
ス
ン

（「大
い
な
る
盆
地
」）
が
広
が
る
。

そ
の
西
端
に
オ
ー
エ
ン
ズ
バ
レ
ー
は
位
置

す
る
。
こ
こ
は
、
ョ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
と

セ
コ
イ
ア
・
キ
ン
グ
ス
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立

公
園
と
イ
ニ
ョ
ー
国
有
林

（東
西
二
地

区
に
分
か
れ
、
オ
ー
エ
ン
ズ
バ
レ
ー
の
西

側
の
ホ
ワ
イ
ト
山
脈
ウ
イ
ル
ダ
ネ
ス
地
域

を
含
む
東
地
区
）
を
頂
点
と
す
る

「
不

思
議
な
三
角
地
帯
」
で
も
あ
る

（地
図
）。

ホ
ワ
イ
ト
山
脈
で
は
、
森
林
限
界
の

下
に
控
え
る
標
高
三
、
○
○
Ｏ
ｍ
前
後

ぐ
ら
い
に
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
が
あ
る

が
、
そ
の
上
も
下
も
荒
涼
と
し
た
退
屈

な
景
色
が
広
が
る
。
こ
こ
で
自
生
す
る

特
に
生
命
力
の
高
い
ブ
リ
ス
ト
ル
コ
ー

ン

・
パ
イ
ン
の
個
体
は
、
こ
の
過
酷
な

環
境
の
中
で
も
さ
ら
に
生
存
が
困
難
な

乾
燥
し
た
岩
屑
だ
ら
け
の
ガ
レ
場
の
急

峻
な
岩
肌
が
む
き
出
し
た
風
当
た
り
の

強
い
ス
ポ
ッ
ト
で
も
、
枯
死
せ
ず
数
千

年
も
延
命
す
る
技
を
編
み
出
し
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
州
の
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
ト

に
居
た
こ
ろ
の
若

い
天
文
学
者
と
し
て

の
ダ
グ
ラ
ス
に
は
、
常
に
あ
る
研
究
テ

ー

マ
が
あ

っ
た

．
そ
れ
は
、
「
太
陽
活

動
の
卜
　
年
同
期
と
地
球
の
気
候
変
動

の
直
接
的
な
相
関
関
係
」
の
可
能
性
を

解
明
す
る
こ
と
だ

つ
た
　
そ
し
て
、
歴

史
的
な
気
候
変
動
が
年
輪
の
成
長
幅
の

パ
タ
ー
ン
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
推
測
に
基
づ
く
発
想
が
き

つ
か
け
で
、
彼
の
年
輪
年
表
作
成
の
研

究
が
始
ま

っ
た
．

一
九

一
〇
年
に
ア
リ
ゾ
ナ
州
ツ
ー
ソ

ン
で
、
当
時
既
に
有
名
だ

っ
た
地
理
学

者
で
イ

エ
ー
ル
大
学
教
授
の
ハ
ン
テ
ィ

ン

ト
ー
ン

（∪
〓
”‘
０
〓
〓
〓
Ｃ
一〓
〓
∞｛
０
ゆ
）

と
ダ
グ
ラ
ス
が
偶
然
に
も
運
命
的
な
出

会

い
を
し
た
〓
そ
の
翌
年
の

一
九

一
一

年
に
、　
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
に
よ

っ
て
セ

一
（
　

一■
三
■
〓

三．Ｆ
〓
〓
（　
〓三
●
■

境
局
長
な
ど
を
Ｌ
任
‥

一
〓
二
一
二
年

一
月
よ
り

（
一
財
）
自
然
公
園
財
団

専
務
理
事
．

コ
イ
ア
国
立
公
園
内
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

セ
コ
イ
ア
の
切
り
株
の
年
輪
調
査
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
セ
コ
イ
ア
国
立
公
園
で
の
ダ

グ
ラ
ス
の
最
初
の
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

は

一
九

一
五
年
に
行
わ
れ
、
こ
の
調
査

結
果
は

一
九

一
九
年
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
研

究
所
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

ダ
グ
ラ
ス
の
年
輪
年
代
学
発
展
の
分

岐
点
は
、
考
古
学
分
野
の
年
代
測
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
に
端
を
発
す
。
彼
が
関
わ

っ
た
コ

ロ
ラ
ド
州
南
西
部
メ
サ

・
ヴ
ェ
ル
デ
の

プ
エ
ブ
ロ
・
ボ
ニ
ー
ト
遺
跡
の
調
査
結

果
が
、　
一
九
二
九
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
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動
植
物
に
と

学
際
的
な
発
想
や
連
携
が

年
輸
年
代
学
の
発
展
に
寄
与

,
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